
一 般 質 問一 般 質 問

※

※細胞診
　子宮頸部から採取した細胞を顕微鏡で観察し、病変を判定する検
　査法

※

8

応
粉
ミ
ル
ク
・
哺
乳
瓶
は
あ
る
か
。　

総
務
部
長　

粉
ミ
ル
ク
は
保
存
期
間
が

１
年
半
と
短
い
た
め
、
備
蓄
し
て
い
ま

せ
ん
。
哺
乳
瓶
も
備
蓄
し
て
い
ま
せ
ん
。

女
性
の
生
命
を
守
る
子
宮
頸
が
ん
検
診

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
導
入
を

質
問　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
ウ
ィ
ル
ス

で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
調
べ
る
こ
と

で
、
早
期
の
が
ん
を
発
見
で
き
る
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
」
を
導
入
す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

検
査
の
有
効
性
や
細

胞
診
と
の
組
み
合
せ
方
法
等
に
つ
い
て

検
証
段
階
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

面
は
、
関
連
情
報
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

質
問　

新
市
建
設
計
画
等
が
掲
げ
る
高

等
教
育
機
関
の
誘
致
が
手
つ
か
ず
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

企
画
部
長　

地
域
大
学
交
流
連
携
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
大
学
等
誘
致
に
関
す
る
土

地
建
物
情
報
に
登
録
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
ぐ
ん
ま
大

学
連
携
推
進
協
議
会
に
加
盟
し
、
県
内

の
大
学
と
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

趣
味
等
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

仕
事
や
生
活
に
直
結
す
る
実
践
教
育
の

機
会
を
市
が
中
心
に
な
っ
て
設
け
て
は
。

一
定
の
課
程
を
終
え
た
方
に
は
、
就
業

の
機
会
も
設
け
ら
れ
な
い
か
。

子
ど
も
の
生
命
を
守
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
に
つ
い
て

質
問　

ア
レ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

示
さ
れ
た
生
活
管
理
指
導
表
に
基
づ
く

取
り
組
み
に
、
栄
養
士
も
関
わ
る
べ
き
。

学
校
教
育
部
長　

生
活
管
理
指
導
表
に

基
づ
き
、
管
理
職
、
担
任
、
養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
（
栄
養
士
）
等
が
共
通
理
解

を
図
り
、
校
内
の
指
導
体
制
に
つ
い
て

協
議
し
、
個
別
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
・
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
有
効
な
「
エ
ピ
ペ

ン
」
。
全
教
職
員
に
よ
る
使
用
講
習
を

定
期
的
・
永
続
的
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
部
長　

教
育
委
員
会
や
各
校

園
で
は
、
毎
年
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
年
度
か
ら

エ
ピ
ペ
ン
の
講
習
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
永
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

詳
細
献
立
表
を
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
は
。　

保
健
福
祉
部
長　

保
護
者
の
利
便
性
を

向
上
す
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
を

図
り
ま
す
。

質
問　

災
害
備
蓄
品
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対

定
住
促
進
と
文
化
・
経
済
の
振
興

猪
熊　

篤
史　

議
員　

市
民
の
生
命
を
守
る
対
策
を
早
急
に

伊
花　

明
美　

議
員　

企
画
部
長　

「
お
お
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
」
の
よ
う
な
講
座
を
大
学
連
携
を

生
か
し
て
、
市
内
施
設
を
利
用
し
た
講

座
が
で
き
る
か
研
究
し
ま
す
。
ま
た
、

講
座
修
了
者
が
各
種
委
員
会
の
公
募
委

員
等
に
登
用
で
き
な
い
か
研
究
し
ま
す
。

質
問　

中
長
期
の
小
中
学
校
再
編
統
合

も
議
論
を
ど
う
始
め
る
の
か
。
国
の
標

準
を
踏
ま
え
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る

小
学
校
、
２
小
学
校
以
上
が
合
流
す
る

中
学
校
を
市
の
基
準
に
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

答
申
で
示
さ
れ
た
再

編
統
合
の
検
討
基
準
で
あ
る
児
童
生
徒

数
に
基
づ
い
て
、
再
編
統
合
に
取
り
組

み
ま
す
。
本
市
で
は
、
国
の
基
準
が
あ

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の

基
準
を
設
け
た
も
の
で
す
。

質
問　

市
内
３
カ
所
の
共
同
調
理
場
整

備
が
始
ま
る
が
、
全
国
学
校
給
食
甲
子

園
へ
の
出
場
等
も
含
め
て
、
お
い
し
い

給
食
づ
く
り
に
取
り
組
め
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

全
国
学
校
給
食
甲
子

園
は
、
地
産
地
消
の
奨
励
な
ど
を
目
的

に
開
か
れ
、
市
で
は
過
去
２
回
予
選
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
参
加
し
、

お
い
し
い
給
食
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

※全国学校給食甲子園
　食育を啓発することと地産地消の奨励を目的として学校給食を競う全国大会

老朽化が進む学校校舎
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ミ
ニ
住
宅
団
地
分
譲

　

綾
戸
バ
イ
パ
ス

狩
野　

保
明　

議
員　

消
防
協
力
員
・
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

茂
木　

弘
伸　

議
員　

質
問　

赤
城
町
内
の
土
地
改
良
事
業
で

換
地
し
た
ミ
ニ
団
地
の
場
所
と
面
積
は
。

農
政
部
長　

広
域
消
防
東
分
署
南
に
２

４
５
６
平
方
㍍
、
赤
城
南
中
学
校
南
に

１
３
０
１
平
方
㍍
、
三
原
田
諏
訪
上
遺

跡
東
に
４
８
６
７
平
方
㍍
あ
り
ま
す
。

質
問　

ミ
ニ
住
宅
団
地
は
、
早
く
分
譲

す
べ
き
で
あ
る
が
具
体
的
計
画
は
。

建
設
部
長　

広
域
消
防
東
分
署
南
と
赤

城
南
中
学
校
南
の
２
カ
所
は
、
造
成
費

用
を
か
け
な
い
よ
う
工
夫
し
、
安
価
で

分
譲
し
て
い
き
た
い
。
三
原
田
諏
訪
上

遺
跡
東
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
い
。

質
問　

分
譲
の
際
は
、
水
道
と
下
水
は

区
画
の
中
で
接
続
可
能
か
。

建
設
部
長　

土
地
開
発
公
社
が
造
成
す

る
と
す
れ
ば
、
水
道
、
下
水
道
が
供
給

さ
れ
て
い
る
地
区
は
計
画
し
て
い
く
。

質
問　

ミ
ニ
住
宅
団
地
の
分
譲
開
始
に

向
け
て
市
長
の
所
見
は
。

市
長　

広
域
消
防
東
分
署
南
と
赤
城
南

中
学
校
南
の
２
カ
所
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
分
譲
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

国
道
17
号
線
綾
戸
バ
イ
パ
ス
の

概
要
と
進
捗
状
況
は
。
棚
下
地
区
の
出

入
り
は
。

建
設
部
長　

整
備
区
間
は
、
上
白
井
地

区
か
ら
沼
田
市
岩
本
ま
で
の
延
長
２
・

３
㌔
㍍
で
す
。
道
路
幅
員
は
11
㍍
で
、

内
２
・
５
㍍
は
歩
道
と
な
り
ま
す
。
進

捗
状
況
は
、
平
成
25
年
３
月
現
在
、
用

地
買
収
で
20
％
で
す
。
綾
戸
バ
イ
パ
ス

の
棚
下
地
区
に
つ
い
て
は
県
道
下
久
屋

渋
川
線
に
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

質
問　

工
事
着
手
は
、
ど
こ
か
ら
か
。

建
設
部
長　

用
地
買
収
の
進
捗
状
況
に

よ
り
ま
す
が
、
渋
川
市
側
か
ら
施
工
す

る
予
定
で
す
。

質
問　

地
域
の
消
防
・
防
災
の
要
で
あ

る
消
防
団
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

り
減
少
傾
向
に
あ
る
。
市
に
お
け
る
団

員
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

団
員
の
実
人
数
は
５
９
７

人
で
、
定
数
６
５
２
人
に
対
す
る
充
足

率
は
91
・
６
％
で
す
。

質
問　

団
員
の
確
保
策
と
団
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
に
伴
う
火
災
出
動
時
の
消

防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
前
に
あ

っ
た
消
防
協
力
員
制
度
を
再
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
聞
き
た
い
。

市
長　

消
防
力
の
維
持
向
上
を
図
る
こ

と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
ま
ず
、
消
防

団
員
の
確
保
に
向
け
た
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
、
消
防
協
力
員
制
度
の

諸
課
題
を
消
防
団
や
消
防
署
と
協
議
し
、

機
能
別
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
へ
の

位
置
付
け
等
も
含
め
、
消
防
団
員
Ｏ
Ｂ

の
活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

県
の
ま
と
め
で
は
、
市
の
１
人

１
日
の
ご
み
排
出
量
が
35
市
町
村
中
31

位
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
12
市
中
７
位
と
な

っ
て
い
る
。
排
出
量
の
現
状
は
。

市
民
部
長　

昨
年
度
は
可
燃
ご
み
１
万

８
６
０
２
㌧
、
不
燃
ご
み
１
４
８
９
㌧
、

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
５
９
１
㌧
で
し
た
。

質
問　

生
ご
み
に
お
け
る
水
分
を
減
ら

す
こ
と
に
よ
り
、
処
分
量
を
減
ら
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
部
長　

生
ご
み
の
水
分
を
１
人
１

日
ス
プ
ー
ン
２
～
３
杯
切
っ
て
出
せ
れ

ば
、
年
間
３
０
０
㌧
が
減
量
で
き
ま
す
。

質
問　

資
源
ご
み
回
収
の
一
層
の
取
り

組
み
と
携
帯
電
話
等
、
小
型
家
電
の
回

収
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
部
長　

資
源
ご
み
回
収
事
業
は
重

要
施
策
で
す
の
で
、
広
報
等
で
啓
発
を

進
め
ま
す
。
小
型
家
電
回
収
は
、
環
境

ま
つ
り
で
試
験
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

上三原田団地分譲予定地

市内のごみ収集場所


